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１．研究計画の概要

教育の場合，学生(学習モチィベーション，

学習技術)を中心にし，教師(教育技術，ナレ

ッジサイエンス），教材(IT，専門知)，学校(マ

ネジメント)を要素として相互関係を持つ総

合システムによって，学生が伸びていくとモ

デル化できる。本研究では，教育によって生

み出された価値が学生に与えた変化(効用)の

測定モデルの研究を行っている。

本研究では，サービス・サイエンスに基づ

く教育活動の質測定モデルに関して，以下の

ような様々な角度からの研究を行う。

(1)MT(マハラノビス・タグチ)システムを教

育効果測定モデルに拡張したモデルの研究

(2)学生学習支援のためにCRM(Customer

Relationship Management)を拡張した

SRM(Student Relationship Management)
の提案，及び学生の学習型タイプに分類する

方法の研究

(3)サービス・サイエンス的考えを拡張し，

教育現場の質的向上に関して，教育・学習プ

リズムモデルを提案し，さらに異質性を考慮

した教育効果測定モデルの研究

(4)学習型PDCAサイクル及びCAPDサイク

ルを用いた学習プロセスの学習効果に与え

る影響の研究

(5)キャリア教育の効果を縦断的構造方程式

モデリングによって分析した研究

(6)ベイジアン・ネットワークを用いて学生タ

イプ別の教育効果を測定した研究

(7)樹木構造接近法を用いて受講期間分析を

することによる学生タイプ別教育改善の研究

(8)理工系大学生の好んで行なっている大学数学

の学習の仕方に関してコンジョイント計測を行な

い，成績という外部制約を入れて分析をした制約

付きコンジョイント分析による研究

(9) Guba and Lincoln が提唱する「第四世代評

価」と文部科学省の定める「学士力」の両方を考

慮し，教育の質保証・向上のために提案した教育

効果測定モデルに関する研究

２．研究の進捗状況
(1)MTシステムを教育効果測定モデルに拡張し

た成果“Measurement Model for Educational

Quality Improvement based on Service Science,
Mangement and Enginering”を国際学会the6th

ANQ Quality Congressで発表した。

(2)学生学習支援のためにCRMを拡張してSRMを

提案し，学習型タイプに分類する方法を研究した成

果｢SRMの提案と学生の学習型タイプ別セグメンテ

ーション｣が日本経営工学会誌に掲載された。

(3)サービス・サイエンス的考えを拡張し，教育現

場の質的向上に関して，教育・学習プリズムモデ

ルを提案し，異質性を考慮した教育効果測定モデ

ルを研究した研究成果“A Study on Modeling and

Analyzing the Industrial Differences from Teaching
to Learning”を，国際学会 European Conference on

Educational Research 2008 で発表した。

(4)学習型PDCA及びCAPDサイクルで学習活

動を行った学習過程テキストデータの分析に

関する研究論文“学習型PDCA及びCAPDサイク

ルを用いた学習過程テキスト情報の個人差を考慮

した分析”が，教育情報学会誌｢教育情報研究｣

に掲載された。

(5)キャリア教育効果を縦断的構造方程式モ

デリングよって分析した研究論文“Analysis

of the Educational Effectiveness of Career
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Education at University”が，Educational

Effectiveness and Factors of Quality Assurance
に掲載された。

(6)ベイジアン・ネットワークを用いて学生

タイプ別の教育効果を測定した研究成果“
Analysis of the Educational Effectiveness
Considering Individual Differences using

Bayesian Network”を国際学会European

Conference on Educational Research (ECER)
2009で発表した。

(7) 樹木構造接近法を用いた教育効果と学生の

個人特性の関係性の研究についての研究成果“A

Study on Relationship between the Educational
Effectiveness and Characteristics of Students
using a Multi-Split Tree Structured Method”が

How To Progress On Educational Quality
Assuranceに掲載された。

(8)理工系大学生の好んで行なっている大学数学

の学習の仕方に関してコンジョイント計測をし，

成績という外部制約を入れて分析をした研究成果

“Constrained Categorical Conjoint Analysis”

が New Trends in Psychometrics に掲載された。

(9) Guba and Lincoln が提唱する「第四世代評

価」と文部科学省の定める「学士力」の両方を考

慮し，教育の質保証・向上のために提案した教育

効果測定モデルに関する研究成果“A Study on

Proposal and Analysis of Models Measuring

Educational Effects for Assurance of Education

Quality and Improvement of Student

Satisfaction ” が 国 際 学 会 誌 International

Journal of Education and Information

Technologies に掲載された。

３．現在までの達成度

①当初の計画以上に進展している。

（理由）

準備段階で行っていた研究も含め，９つの具

体的なモデル研究のうち，７つは論文が学術

論文誌に掲載され，２つは国際学会発表に採

択され，発表することができ，全てその研究

成果を広く示すことができた。

４．今後の研究の推進方策
できるかぎり多くの研究について，国内外

に，研究論文の形で示すことができるように
する。また，(6)に関しては，学生タイプ別
教育効果が行えるソフトの開発も済んでい
るので，多くの教育関係者に使用してもらい，
検証を重ねたい。

５. 代表的な研究成果
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⑦Tsubaki,M., and Kudo,M.，A Study on

Proposal and Analysis of Models Measuring

Educational Effects for Assurance of

Education Quality and Improvement of

Student Satisfaction, International Journal of

Education and Information Technologies， 査
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①久保田一樹，椿 美智子，自己組織化マップ

による学習型 PDCA 及び CAPD サイクルにお

ける成果とサイクルに関する考察，日本経営工

学会平成 20 年度春季大会予稿集，pp.94-95，

2008 年 5 月 11 日，電気通信大学 (東京)

②菊池勇太，椿 美智子，サービス・サイエン

ス的考えの拡張による教育現場の質的向上に関

する研究，日本経営工学会平成20年度春季大会

予稿集，pp.96-97，2008 年 5 月 11 日，電気通

信大学 (東京)
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久和編著，日本規格協会，2009，379 ページ
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